





















































































































































































































































































































































































オー ストラリアの対外政策 113 
（工業）が，ASEAN諸国の王業製品と衝突することがずいぶんあるのです
ね。ですから，共同体みたいなものを作って，オーストラリアの市場を
開放するということになりますと，製品の価格と品質において，オース
トラリアの産業に競争力がないものカ苛目当にあります。
ですから， ASEAN諸国，特に，マレーシア，シンガポール，物によ
っては，フィリピン，タイ，こういう所の生産物によって，オーストラ
リアの第二次産業カf相当な打撃を受けるということなんですね。オースト
ラリアというのは，経済力，人口の面では小さな国ですけれども，やは
りある意味では，誇りのある国民ですから，工業が発達しなければ，ま
さに途上国と同じ経済構造になってしまうわけで，工業の発達には強い
関心があります。そうでないと農産物と工業原料の生産，輸出というこ
とで終ってしまうんです。ですから，なんとかして第二次産業を育てたい
というのは，オーストラリ7の殆んどの人の一致した願いといっていい
と思うんですが，それでオーストラリアでは第二次産業が今のところか
なり高い保護貿易で保護されているんですね。そういう意味から言いま
すと，オーストラリアにとっては，今の時点ですぐに共同体のようなも
のを作ることは，オーストラリアの産業構造全体に影響を与えるから反
対なんですね。
A SEAN諸国との協力も，一般的に途上国に対する経済援助について
も，オーストラリアは積極的にやる姿勢ですけれども，ことASEAN諸
国と共同市場を作るということになると，かなり抵抗が強いわけです。
それから，その共同体にどの国が入るのかということに対しでもオース
トラリ7は非常に強い関心を持っております。その中で，日本はどうし
ても入ってもらわなくては困るという気持ちはあります。それからオー
ストラリ7，ニュー・ジーランドですね，それにASEAN諸国が入らざる
を得ない。私は実は中国の加入に対しては警戒的ではないかという気持
ちがあったんですけれども，中国の加入についてはオーストラリアはわ
りあいにオープンなんですね。あまり反対意見は閉かれなかったのです。
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ところが意外だったのは，アメリカが加わることに反対が強いというこ
とです。これは，私にはちょっとわからない位，根深い感情的なこじれ
があるような感ピを持ちました。単なる経済関係だけではない。アメリ
カの資本がか在りオーストラリアの工業分野では支配しているんですね。
例えば，自動車産業なんでいうのは殆んど全部アメリカの大自動車会社
の子会社ですね。そういうことで，アメリカの産業資本による経済支配
というものに対する抵抗があるのかもしれません。
きて，最後に，オーストラリアの利益を長期的視野で考えているグル
ープは少ないということにふれたいと思います。さっき言いましたよう
に，オーストラリアという国は，どうも原則というものをあまり好ま辛
い国民性をもっているみたいですねo政治の場面でも，経済の場面でも，
学界においても，あんまり理論というものは幅をきかさない。
その点から言いますと，官僚の中にも，それから学者の中にもそれほ
ど長期的な視野を持ってオーストラリアの将来はどうあるべきかと論ビ
ている論調はそう多くはないんですね。もうちょっと短期的に，こうや
らないとオーストラリアは損をするとか得をするとか，こういう議論はい
くらでもある。ですから，オーストラリアの産業構造をこういうふうに変
えないとだめだぞというのはあるんですけれども，長期的視野に立って
どうかということを論ずるものは少ないんですね。考えてみますと，日
本で，建国期と言いますか，明治以降第1次大戦ぐらいまでの聞の，い
わゆる日本のエリート層の論壇における論調を見てみますと天下国家を
論ビている訳ですね。ああいうものがオーストラリアにはあんまりない
のです。これは非常におもしろい点であると同時に，オーストラ ＇）7の
外交政策を考える上で重要なポイントではないかと私は思っています。
それから，もう 1つオーストラリアという国を考える場合に，オース
トラリアが国連とか，世界においてどういう位置を占めるかということ
にちょっと興味があるのですが，全体として，オーストラリアは，アメ
リカ型のモンロ 主義に陥ることはないと思いますが，他方において，
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オーストラリアは非常に土地が大きいものですから，地図で言うと，大
国になりそうな感ピを持つんですが，これは現実にありえませんし，オ
ーストラリア自身なれないことをよく知っているんですね。また，大国
になることを希望しでもいない。要するに，大国の道を歩ま在い，「中国」
といいますか，ミドJレ・パワーで良いという感むなんですね。
以上，今回の調査旅行の印象を，オーストラリアの対外政策とくに対
太平洋地域外交について，何点かお話ししました。そこで，最後に今後
のことについて少しお話しをしてみたいと思います。
N むすび
オーストラ ＇）7の対外政策というのは，まず第lに言えることは非常
に予測しにくいということです。第lの理由は，オーストラリアの位置
が国際政治の場面においても，国際経済の場面においても，対英，対米
依存も含めて，対ヨーロッパ依存から脱却しつつある。しかし，ある程
度ヨーロッパの遺産を持っていますから，そういうところから来る先進
国としてのプライドがある。ところがオーストラリ7自身現在のところ
一次産品を輸出することによって成り立っている典型的な途上国型の経
済と似ているんですね。そういう意味で，オーストラリ7という国は，
経済状況も政治情勢も非常に変化しつつあるんです。それから，共産主
義というものに対する考え方がアメリカとちょっと違うんですね。アメ
リカの場合，一面において非常にかたいんですが，オーストラリアの場
合は逆にフレキシプJレですね。必要とあらば中国とも，ソ連とも貿易を
しようというところがあります。ソ速や中国に対してただ単純な恐怖感
というもので対応していないですね。要するにオーストラリアという国
は，自分自身いったいどういう国になろうとしているのかどういう方向
に向っているのかっかめない。したがって外の観観者に辛かなかっかみ
にくいという感ビがある。
第2にさきほどいいましたようにオーストラリアの中が非常に多様化
している。いろいろなグループがいろいろな立場でいろいろな発言をし
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でいるロそれが一定のルールに従って外交政策という形でまとまるとい
うそういう制度が完備していない。ですから，その点からも予測しにく
い面もあるだろうと思います。ただそうは言っても，オーストラリアに
ある程度固有の要素というものがあって，これが将来のオーストラリ7
の政策となって，これは動かせない，動かしにくいものとして外交政策
に一定の影響を与える要素だと言えるものがあると思います。
その第lは，いずれにしてもオーストラリアという国は，非常にプラ
グ7ティックな国ですね。ですからそうであることを理解すれば，オー
ストラリアの動きの範囲というのは，かなり決まってくる。ですから，
経済面で見ますと要するにオーストラリ 7にとって経済的に，しかも割
合短期的にはっきりとした利益のあるものであれば，必ずオーストラリ
7の側でサポートするグループがあります。つまり，オーストラリ7全
体の利益を考えて，自分たちの短期的な利益は犠性にしましようなんて
そういう発想は出てこない固ですから，例えば，ある産業界がオースト
ラリ7の自由貿易化によって利益を受けると思うと，そのグループは自
由貿易ということを一生懸命やる訳なんです。ですから日本が自由貿易
をオーストラリアにとらせたいと思ったならば，そのグループの動きが
どうなるかを見ているとわかるという意味で，非常にプラグマティック
に対応してきますから，ピジネスとしては，交渉しやすい相手ですね。
そのかわり，いったん交渉しでまとまりますと，固くそれを守らせます
か6日本みたいに事情が変化したかち何とかしてくれなんていっても，
そういうのは認めないんですね。一度決めたことは，その通りにやると
いう期待を持っています。ですから，そういう国であるということを了
解して対応していきますと，オーストラリアという固は，案外一貫性の
ある国でもあるんですね。
それから第2に，これが非常にオーストラリ7という国のおもしろい
面なんですが，オーストラリアというのは世界の先進国の中で一番社会
福祉が完備しているんですね。かなりはやい時期， 20世紀のはじめから
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失業対策とか身障者に対する対策とか非常に完備されています。その辺
がどうしてそうなのかということがちょっと，話が長くなりますので，
今触れませんけれども，おもしろいことに，非常に弱者に対して同情す
る気持ちがある。発展途上国に対する援助というものも，ある程度弱者
に対する同情の意味を持っているんです。オーストラリアは，国のサイ
ズの割には，途上国に対する援助に熱心です。その意味では，オースト
ラリアという国は，その原則というのは，案外生かしています。ですか
ら，その点は今後も，私は，オーストラリ7の国民性の一部だとして，
所与の条件としてみなして良いので、はないかと観察しました。
それから，第3に，オーストラリアの外交は，内政と非常に密着して
おります。ですから，むしろ外交を論ずるよりは，内政を論じた方がは
やいですね。内政から外交を論議した方が，話がうまく通Uる。その意
味からいいますと，内政というものの動きを見ないと実はオーストラリ
アの外交はわからない。
第4に，オーストラリアがはっきりと表面に出している政策でもあり
ますが， ミドJレ・パワーとしての地位を国際社会で示そうとしている。
ですから，おそらく軍事大国になるなんでいうことは，オーストラリア
人は考えてないです。
それから，アジア化ということ，これももう本格的です。本格的です
けれども，オーストラリア人が認めたがる程には急速に進んでいません。
ですから，そこらあたりは徐々に進むであろうということを前提にして
考えなければいけない。
それからもう一つは，オーストラリアは，第二次産業の成長優先，これ
をやらざるを得ない。しかし，これもかなり時間がかかるというのが，
私の印象です。したがって当分は，資源輸出，農業中心にやって行くと
いうオーストラリアを考えなければいけない。しかし第二次産業が徐々に
着実に伸びて行くこともまた否定できないと思います。 ， 
こういうふうに，オーストラリアの外交政策を決定する要素というの
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を考えてみますと，太平洋共同体構想につい主は，私は全体として見た
場合，オーストラリアは反対ではない，あるいは好意的に見ている。け
れども，オーストラリア自身にとって，当面必要告ものではないロした
がってオーストラリアが，イニシァティヴをとることはないけれども，
日本がとれば，それに反対はし在い。しかし，日本が，かつての大東亜
共栄圏のよう奇形で日本が中心になっての経済共同体など作ることに対
しでは，オーストラリアは反対する。ですから，日本は，イニシァティ
ヴを取り，金は出さなければならないでしょうけれども，共同体の告I］度
とか意思決定においては，日本は， oneof themという地位を占めるこ
とを覚悟しなければ，オーストラリアは，それに乗ってこないであろう。
つまり日本が支配的になるようなものに，オーストラリ7が乗るとい
うことは，まず考えられない。オーストラリ7自身は，イニシァティブ
を取る気はない。さっき言いましたようにオーストラリ7は， ASEAN 
諸国と摩擦がありますから，非常に警戒している訳です。日本がアジア
地域において，警戒心を持たれているのではないかと，日本が思ってい
るように，オーストラリア自身も思っているんですね。ですからあまり
日本とオーストラリ7が，どちらかがイニシァテイヴを取ることは反対
だL，両方が2つ一緒になってイニシァティヴを取ることにはまた警戒
心が強くなっているということで，そのあたりは慎重に事を運ばなけれ
ばならないという気がします。そういうふうに考えてみますと，オース
トラリアが，当面乗ってくるであろう共同体の構想というのは，かなり
ゆるい情報か人物の交流，共同研究というような，文化交流の面での着
実な発展のための制度といえます。たとえば，最初に太平洋地域の文化
協力推進協議会を作るというような案には，オーストラリアは，支持す
ると思われます。その場合，日本はオーストラリ7以上に金を出さなけ
ればいけません。その先の協力ということになると， オーストラリア全
体のコンセンサスを得る状況にないといえます。コンセンサスが得られ
ないのに，無理をして進めますと，むしろオーストラリ7の内政が混乱
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して，その結果，どこも積極的なイニシァティブをとらなくなる，こう
いうふうに思いました。しかし，はビめにお断りしましたように，これ
は，私の暫定的な結論でございます。
以上で報告は終わらせて項きます。
追記本稿は1981年11月9自の国際選督教大学社会科学研究所主催の研究報告会
の記録です。（編集委員会）
